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＜「第２次浦安市生涯学習推進計画・浦安市生涯スポーツ推進計画」に係る施策事業の
進捗状況について＞（令和４年度の進捗状況）     生涯学習課・市民スポーツ課 
 

１．進行管理の趣旨 

  令和２年３月に策定した「第２次浦安市生涯学習推進計画」及び「浦安市生涯スポーツ
推進計画」の施策事業について、令和４年度の進捗状況を確認し、令和５年度及び令和６
年度以降の事業の改善等につなげる。 

 

２．令和４年度の進捗状況 

①第２次浦安市生涯学習推進計画 Ｒ４ Ｒ３ 

評価 内容 事業数 割合 前年比 事業数 割合 

Ａ 計画目標に向けて順調に推移 50 24.9% 26 24 12.3％ 

Ｂ 計画目標に向けて概ね順調 23 11.4% ▲3 26 13.3％ 

Ｃ 計画目標に向けて進捗はやや遅れている 115 57.2% ▲24 139 71.3％ 

Ｄ 計画目標に向けて進捗は遅れている 7 3.5% 3 4 2％ 

事業廃止のため評価なし 6 3.0% 4 2 1％ 

計 201  6 195  

※「Ｃ」評価の 115事業のうち、新型コロナウイルスの影響があったのは 84事業（73.0％）でした。 
そのうち 62 事業（73.8％）は、令和３年度よりも実績値が増加しており、コロナ禍から回復傾向にある事
業が多いことがわかります。 
（参考）Ｒ３は、「Ｃ」評価の 139事業のうち 132事業（95.0％）が新型コロナウイルスの影響あり 

②浦安市生涯スポーツ推進計画 Ｒ４ Ｒ３ 

評価 内容 事業数 割合 前年比 事業数 割合 

Ａ 計画目標に向けて順調に推移 7 13.0％ 6 1 2％ 

Ｂ 計画目標に向けて概ね順調 18 33.3％ 5 13 25.5％ 

Ｃ 計画目標に向けて進捗はやや遅れている 24 44.4％ ▲10 34 66.7％ 

Ｄ 計画目標に向けて進捗は遅れている 0 - ▲1 1 2％ 

事業廃止のため評価なし 5 9.3％ 3 2 3.9％ 

計 54  3 51  

※「Ｃ」評価の 24 事業のうち、新型コロナウイルスの影響があったのは 10事業（41.7％）でした。 
そのうち８事業（80％）は、令和３年度よりも実績値が増加しており、コロナ禍から回復傾向にある事業が
多いことがわかります。 
（参考）Ｒ３は、「Ｃ」評価の 34事業のうち 19事業（55.9％）が新型コロナウイルスの影響あり 

３．令和５年度以降の方向性 

①第２次浦安市生涯学習推進計画        ②浦安市生涯スポーツ推進計画 

内容 
Ｒ４ Ｒ３  

内容 
Ｒ４ Ｒ３ 

事業数 割合 前年比 事業数 割合  事業数 割合 前年比 事業数 割合 

継続 160 79.6% ▲9 169 86.7％  継続 43 79.6％ 2 41 80.4％ 

見直し継続 23 11.4% 7 16 8.2％  見直し継続 ５ 9.3％ ±0 5 9.8％ 

拡大 ３ 1.5% 3 0 -  拡大 １ 1.8％ 1 0 - 

縮小 １ 0.5% ±0 1 0.5％  縮小 ０ - ±0 0 - 

廃止 ８ 4.0% 2 6 3.1％  廃止 ５ 9.3％ 2 3 5.9％ 

その他 ６ 3.0% 3 3 1.5％  その他 ０ - ▲2 2 3.9％ 

計 201  6 195   計 54  3 51  
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【参考】 

 

１．進捗状況の評価基準 

 内容 基準 

Ａ 計画目標に向けて

順調に推移 

①Ｒ６年度までの目標値を既に上回っているもの 

②Ｒ６年度までの目標値にほぼ到達しているもの 

Ｂ 計画目標に向けて

概ね順調 

①Ｒ６年度までの目標値に向かって、順調に実績値が推移しているもの 

②成果指標や目標値を当初設定していたものから変更したもので、新たな目

標値に向かって順調に進む見込みがあるもの 

Ｃ 計画目標に向けて

進捗はやや遅れて

いる 

①Ｈ30年度実績値よりは実績値が増えているが、Ｒ６年度までの目標値との

差が大きいもの 

②Ｈ30年度実績値よりは実績が減っている又はほぼ横ばいだが、今後実績が

伸びる見込みが高いもの 

③感染症の影響等で、Ｒ４年度事業の実施が中止・延期・縮小などとなった

が、Ｒ５年度以降も継続して事業の実施を予定しているもの 

Ｄ 計画目標に向けて

進捗は遅れている 

①Ｈ30年度実績値よりは実績が減っている又はほぼ横ばいで、今後実績の上

昇があまり見込めないもの 

②感染症の影響等で、Ｒ４年度事業の実施が中止・延期・縮小などとなり、

Ｒ５年度以降の事業の実施の見通しが立っていないもの又は事業の中止

が決まっているもの 

 

２．令和５年度以降の方向性の判断基準 

内容 基準 

継続 ①Ｒ５年度以降も基本的に（コロナ前の）従来通りの方法で事業の継続を考えているもの 

②感染症の影響等により、Ｒ２～Ｒ４年度の事業の実施は中止・延期・縮小等になったが、 

Ｒ５年度以降に基本的には従来通りの方法での事業実施を考えているもの 

見 直 し

継続 

①Ｒ５年度以降、事業の内容や手法は見直すが、事業目的の達成のために何らかの形で事業

の継続を考えているもの 

②感染症の影響等によりＲ２～Ｒ４年度の事業の実施手法を見直したことなどをきっかけ

に、Ｒ５年度以降も、見直した新たな手法を基本として事業の継続を考えているもの 

拡大 ①Ｒ５年度以降、対象者を拡大したり、目標値を大幅に上方修正して、事業を継続すること

が決まっているもの 

縮小 ①Ｒ５年度以降、対象者を縮小したり、目標値を大幅に下方修正して、事業を継続すること

が決まっているもの 

廃止 ①Ｒ５年度以降の事業の廃止が決まっているもの（Ｒ４年度までに廃止済の事業も含む） 

その他 ①廃止も含め、Ｒ５年度以降の事業の実施方法が未定のもの（今後の事業のあり方について、

現在検討中又は近いうちに検討を行うことが決まっているもの等） 

 


